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（無料交換規定）
1.	 取扱説明書、本体に表示の注意書きに従った使用状態で保証期間内に故障した場合には、本書をご
提示いただくことにより無料交換をさせていただきます。

	 無料交換をご依頼になる場合には、ご購入先までお問い合わせください。
	 本書にお買い上げ日および販売店名の記載がない場合は、本書とともに、お買い上げ日および販売
店名がわかるもの（レシート等）をご提示ください。

2.	 本書に定める保証の範囲は機器本体（付属品除く）とします。
	 機器本体以外に生じた損害は、本保証書に定める保証の対象ではありません。
3.	 保証期間内でも次のような場合には原則として有料交換となります。
（1）	使用上の誤り、不適当な修理、および分解、改造されたことによる故障、および損傷。
（2）	当社が確認した試験条件（高さ1.5mからの自然落下試験）を超える落下、または強い衝撃もしく

は振動が加わることにより生じた故障または損傷。
（3）	投げつけ、踏みつけその他の通常の使用方法を超える取扱いによって生じた故障または損傷。
（4）	外観上の損傷の有無にかかわらず、落下、衝撃または振動に起因して、検知性能その他の機能に

異常が生じたことが合理的に認められる場合。
（5）	火災、地震、水害、落雷、その他天災地変および公害、塩害、ガス害（硫化ガス等）、異常温

度、異常雰囲気、異常電圧等による故障および損傷。
（6）	本製品の目的用途以外（例えば業務用設備、船舶など）に使用された場合の故障、および損傷。
（7）	過度な頻度で機器を点検したことにより電池が消耗した場合。
（8）	本書のご提示がない場合。
（9）	本書にお買い上げ日および販売店名がない場合（ただし、それらがわかるレシート等のご提示が

ある場合を除く）。あるいは文言を書き替えられた場合。
4.	お客様にご記入いただいた個人情報は、保証期間内の無料交換対応のために利用させていただ
く場合がございますのでご了承ください。

5.	 本書は日本国内のみ有効です。
6.	 本書は再発行いたしませんので、大切に保管してください。
※	この保証書は、保証期間内に本書に示す条件において無料交換をお約束するものです。
※	この保証書によって、保証書を発行している者（保証者）、およびそれ以外の事業者に対するお客さまの法
律上の権利を制限するものではありません。

※	This warranty is valid only in Japan.

保証書
本書はお買い上げ日から下記期間中に故障が発生した場合に、本書記載の内容で無料による交換を
お約束するものです。
型　式　名　CL-725
保 証 期 間  お買い上げ日から1年間

新コスモス電機株式会社
（保証者）

お買い上げ日 　　　　　　　　　　年　　　　　　月　　　　　　日

お客さま

ご住所

お名前	 　　　　　　様

電　話 （　　　　　）　　　　　－

販売店

住所 ・ 店名

電　話 （　　　　　）　　　　　－

CL-725CT_(00)_ 本製品について
本製品はキャンプや登山などアウトドアの環境で、一酸化炭素（CO）を検知し、アラー
ム音やLED点滅により、一酸化炭素中毒の危険をお知らせする機能を備えています。
ただし、一酸化炭素の発生を未然に防止する装置ではありませんので、一酸化炭素の
発生による損害については、責任を負いかねます。
また、この製品の使用により、テント内や車内などにおける火気の使用を推奨するも
のではありません。
※	本書に記載されている内容以外の使いかた、取り付け、保管を行わないでくだ
さい。

本製品の設計上の標準使用期間は、ご使用開始から6年です。6年を超えて使
用されますと、経年劣化により一酸化炭素を正しく検知できなくなるおそれが
あります。
本製品は専用リチウム電池で動作し、6年間充電および電池交換が不要です。
※	警報頻度やバックライト点灯時間等の使用状況により使用期間が短くなる
ことがあります。

※	充電や電池交換はできません。

アウトドア用
一酸化炭素アラーム
  取扱説明書（保証書付）

型式名 CL-725

このたびは、アウトドア用一酸化炭素アラームをお買い上げいただき、まことに
ありがとうございます。
ご使用になる前に、取扱説明書をよくお読みの上、正しく安全にお使いください。
お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られるところに必ず保管して
ください。

取扱説明書の最新版を次のQRコードにて公開しています。
スマートフォンなどにダウンロードし、キャンプなどにも携行する
ことをおすすめします。

各部の名前とはたらき
■本体
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注 意

禁　止

	⁃動作確認のカセットコンロなどの炎や車の排気ガスなどを、本製品
に直接かけないでください。
	⁃火の中に投入したり、熱を加えないでください。
破損、故障などの原因となります。
	⁃鋭利なもの（針や釘など）を刺したり、硬いもの（石やハンマーなど）
で叩いたり、踏みつけたりするなど過度な力を加えないでください。
破損、故障などの原因となります。
	⁃落下させたり、放り投げたり、振り回したりするなど、強い衝撃や振
動を与えないでください。
本製品は耐衝撃・耐振動設計を採用しておりますが、想定以上の強い
衝撃や振動を与えた場合、外観に異常がなくても検知性能に悪影響を
及ぼすおそれがあります。
	⁃廃棄時以外は、本製品に装着された保護カバーを外さないでください。
防滴性能を維持できなくなります。
	⁃付属のカラビナは本製品の取付以外には使用しないでください。
	⁃本製品に耳を近づけて音を聞かないでください。
聴力障害などの原因となるおそれがあります。
	⁃本製品のリチウム電池は専用の電池を使用しているため、交換しない
でください。
交換対応もできませんので、機器の故障や電池切れの場合は機器を
交換してください。

分解禁止

	⁃分解や改造はしないでください。
故障の原因となります。

水ぬれ禁止

	⁃本製品の防滴性能は工場出荷時の新品状態におけるものです。長時
間の屋外使用や過度な衝撃を避けてください。
保護カバーにひび割れ・緩みが生じ、防滴性能が低下するおそれが
あります。
	⁃本製品は完全防水ではありません。水中に入れたり、強い水圧（水
道の蛇口など）、激しい雨や長時間の雨を避けてください。
故障や感電の原因となります。　
	⁃濡れた状態で使用しないでください。
検知性能に悪影響を及ぼすおそれがあります。

必ず行う

	⁃使用後は必ず電源をお切りください。
	⁃本製品に振動、落下等の衝撃が加わった場合は、電源を入れ直して
正常に起動するかを確認し、点検を行ってから使用してください。
	⁃本製品に雨など水がかかった場合は、本体を乾燥させて、検知部がふさ
がれていないこと、および電源を入れ直して正常に起動することを確認
し、点検を行ってから使用してください。水没させた場合は使用しない
でください。

警 告

禁　止

	⁃本製品は、アウトドアの活動の中で発生する一酸化炭素（CO）を検
知し、一酸化炭素中毒の危険をお知らせすることを目的としていま
すので、以下のような用途では使用しないでください。
・	一酸化炭素濃度の管理が必要な場所や施設
・	労働安全衛生法や公害対策基本法など、法令に基づく一酸化炭素
の濃度管理

	⁃子供だけで使わせたり、乳幼児の手が届くところで使用しないでく
ださい。
	⁃検知部は、絶対にふさがないでください。
一酸化炭素を検知できなくなります。
	⁃付属品を含む本製品は、破損したまま使用しないでください。	
火災、やけど、けがの原因となります。また、一酸化炭素を検知でき
なくなるおそれがあります。
	⁃本製品を以下のような場所に置いたり、近づけたりしないでください。
誤動作や故障、火災、やけど、けがの原因となります。	
また、一酸化炭素を検知できなくなるおそれがあります。
・	ガタつくテーブルなど、本製品を安定した状態で取り付けできな
い、または置けない場所
・	たき火やストーブなどの火気
・	加熱機器、高圧機器
・	直射日光が長時間あたる場所
・	短い時間での急激な温度・湿度変化環境
・	使用温湿度範囲外（テントサウナなど）の場所
※使用温湿度範囲外は、P.4の「仕様」を参照
	⁃砂、土、泥や液体（水、海水、汗、ペットの尿など）をかけないでくだ
さい。
故障の原因となります。また、一酸化炭素を検知できなくなるおそ
れがあります。

必ず行う

	⁃カラビナの取り付け、点検用スポイトの組み立ては乳幼児や子供の
手の届かない場所で行ってください。
誤飲、やけど、けがをするおそれがあります。
	⁃本製品が一酸化炭素を検知し、LEDの点滅やアラーム音を発しまし
たら、直ちに避難してください。安全を確保した後、火気の使用中
止、換気などの必要な処置を行ってください。
	⁃本製品の動作に異常を感じた場合、直ちに避難してください。安全
を確保した後、周囲に一酸化炭素が発生していないこと（燃焼機器が
ない、使用していない等）を確認して使用を中止してください。

仕様
項　目 仕　様

型式名 CL-725
サイズ 73×73×39mm
質量 約130g（付属品を除く）
電源 専用リチウム電池（3V）
検知対象ガス 一酸化炭素（CO）
濃度表示範囲 0～999ppm
温度表示範囲 -30℃～69℃※1

注意
表示

作動条件 25ppm以上100ppm未満を検知
表示 赤LED点滅（5秒に1回）

危険
表示

作動条件 ・�25ppm以上を連続して検知した場合、15分以内に鳴動※2
・100ppm以上を検知した場合、即時鳴動※3

表示・発報方式 赤LED点滅（1秒に1回）+アラーム音※4（70dB以上）
使用温湿度範囲 -10～50℃、15～90％ RH※5
保管温湿度範囲 -10～50℃、15～90％ RH※5
保護等級 IP54相当※6
付属品 カラビナ、点検用スポイト、取扱説明書（保証書付）
※1　表示温度は目安であり、使用条件により外気温と差が生じる可能性があります。
※2	 連続検知時間の条件は濃度によって、異なります。
※3	 1000ppm以上の一酸化炭素を検知した場合は、赤LED点滅+液晶画面のバックライト点灯+アラー

ム音（70dB以上）に加えて画面に「999」と点滅表示されます。
※4	 濃度表示の数値が25ppmより下がるとアラーム音は鳴りやみます。
※5	 ただし、結露なきこと。
※6	 IP54相当とは水滴や粉塵から製品内部を保護するものであり、水滴や粉塵が降りかかる中でガス検知

能力を保証するものではありません。また、本製品の防滴性能は、吊り下げた状態で満たされるよう設
計されています。異なる設置方法でのご使用は、本来の防滴性能を発揮できないおそれがありますの
でご注意ください。

保管と廃棄のしかた
保管のしかた
使用後は、必ず電源を切ってください。

警 告
●	本製品を以下のような場所で保管しないでください。
	 誤作動や故障、火災、やけど、けがの原因となります。また、一酸化炭素
を検知できなくなるおそれがあります。
・	乳幼児や子供の手が届く場所
・	直射日光が長時間あたる場所
・	車内や屋外の物置などの高温になる場所
・	保管温湿度範囲外（⇒P.4の「仕様」を参照）の場所

●	付属品については誤飲を防ぐために乳幼児の手の届かないところに適
切に保管してください。

注 意
●	アルコール成分を含む除菌用品（除菌シート・スプレー類・洗剤など）や

キャンプで使用する燃料（ホワイトガソリン、アルコールなど）及びそれ
らが付着した布などと一緒に保管しないでください。

	 正常に動作しなくなる可能性があります。
●	汚れを落とす場合、水に浸した布をよく絞ったもので拭き取り、完全に

乾燥させてください。
	 アルカリ性洗剤、塩素系漂白剤、ベンジン、シンナー、アルコールなどは

使用しないでください。
●	リチウム電池が発熱している場合は、素手でさわらないでください。
・	やけどのおそれがあります。
・	強い衝撃を加えると発火のおそれがあります。

　　　　　　　　　　　

使用上のご注意
ご使用前に必ずお読みいただき、お客さまや他の人々への危害や損害を未然に
防止するために、必ずお守りください。
注意事項は、誤った取り扱いによる危害や損害の程度を、以下の表示で区分し
ています。

警 告 誤った取り扱いをすると｢死亡または重傷を負う可能性が
想定される｣内容を示します。

注 意 誤った取り扱いをすると｢傷害を負う可能性および物的損
害のみが発生する可能性が想定される｣内容を示します。

｢一般的な禁止｣事項を
示しています。

｢分解禁止｣事項を
示しています。

絵表示の内容

｢水ぬれ禁止｣事項を
示しています。

｢必ず行う｣事項を
示しています。

■製品と専用リチウム電池の分別のしかた
①	本体の保護カバーを取り外します。

②	+ドライバー（1番サイズ）でネジを取り外
します。

③�	電池蓋の爪の根元に-ドライバー（推奨サイ
ズ：1番）の先端を差し込み、起こすように
電池蓋を開けます。
※	爪の先端は鋭いため、必ずードライ
バーをご使用ください。けがの原因に
なります。

④	電池コネクタを引き抜いて、専用リチウ
ム電池を取り外します。

保護カバー

+ドライバー
（1番サイズ）

－ドライバー
（推奨サイズ：1番）

電池蓋

専用リチウム電池

●	保護カバー

●	検知部
	 一酸化炭素を検知します。点
検の際に、ガスを注入する部
分です。

※	本製品の付属品は別売していません。

●	スイッチ
	 電源のON/OFFやその
他の機能を作動させる場
合に使用します。

●	赤LED
	 一酸化炭素を検知す
ると、赤LEDが点滅し
てお知らせします。

●	スピーカー
	 一酸化炭素のアラームやお
知らせ音声が鳴ります。

●	液晶画面

●	黄LED 
	 本体の故障や電池残量
がわずかになると、黄
LEDが点滅してお知ら
せします。

正面

●	カラビナ
取付部

背面

電池残量表示

ガス種表示

温度表示

濃度表示
濃度単位

PEAK表示

廃棄のしかた

警 告
取り出した専用リチウム電池のコネクタは、ショートしないようにテープ
などを巻いてください。
リチウム電池の廃棄方法を誤ると、ショートして発熱・破裂・発火すること
があります。また、けがをしたり、火災の原因になります。

■製品の廃棄
お住まいの市町村の廃棄物の処理方法にしたがってください。
※必ずリチウム電池を取り出して廃棄してください。（分別方法についてはP.4参照）

■付属品
● カラビナ…1個	  　　　● 点検用スポイト…1個 ●	取扱説明書 （保証書付）/

	 本書…1枚

アラームが作動したときの処置のしかた
本製品が一酸化炭素を検知すると、一酸化炭素の発生状況により「危険」「注
意」の2段階でアラームが作動します。

危険
「ピッピッピッピッ　一酸化炭素を検知しました　危険です　
ピッピッピッピッ　Danger carbon monoxide」
と鳴り、赤LEDが1秒ごとに1回点滅

注意
赤LEDが5秒ごとに1回点滅

種類 作動条件

危険
25ppm以上を連続して検知した場合、15分以内
に鳴動※1

100ppm以上を検知した場合、即時鳴動※2

注意 25ppm以上100ppm未満を検知
※1 �連続検知時間の条件は濃度によって、異なります。
※2 �1000ppm以上の一酸化炭素を検知した場合は、ア
ラーム音、LED点滅に加えて、液晶画面のバックラ
イトが点灯し「999」と点滅表示されます。

直ちに避難してください

安全を確保した後、火気の使用中止、換気などの必要な処置を行ってくだ
さい。
※	アラーム音を発している場合、電源を切ることはできません。
	 アラーム音の音量を下げたいときは、P.8の「■アラーム音のボリュームダ
ウン機能」をご参照ください。

※	使用・保管温湿度範囲外（P.4の「仕様」を参照）の環境で使用または保管を
した場合、アラームが誤作動するおそれがあります。そのため、指定の環
境内で使用および保管を行ってください。

テント内や車内などでの
火気の使用を推奨しません

火気に
近づけない

故意に水などの
液体をかけない

故意に落下させたり
振動・衝撃を加えない
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故障かな？と思ったら　
こんなときは ここを確認して こう処置してください

「Err」表示が出る。 炭火やたき火、使用中の
燃焼器具の近くで、電源
を入れていませんか？

場所を変えて、きれいな空気中で電源を
入れ直してください。それでも正常に起
動しない場合は、機器が故障している可
能性があるため使用しないでください。

強い水圧（水道の蛇口な
ど）や激しい雨が直接か
かっていませんか？

本体の電源を切り、本体を乾燥させた
後、再度電源を入れてください。それで
も正常に起動しない場合は、機器が故障
している可能性があるため使用しないで
ください。

使用期間が6年以上経過
していませんか？

センサの寿命のため、使用できません。

「oL」表示が出る。 使用・保管温度範囲外
（P.4の「仕様」を参照）の
場所で使用または保管を
していませんか？

正常に動作しない可能性がありますので
使用しないでください。

点検中に濃度表示が
上がらない。

検知部が目詰まりなどし
ていませんか？

検知部の周辺を清掃して、付属の点検用
スポイトで点検を行ってください。

ガス成分の採取や検知部
へのガスの吹きかけが十分
でない可能性があります。

P.5からの「■点検のしかた」をご参照くだ
さい。

使用期間が6年以上経過し
ていませんか？

センサの劣化の可能性があるため使用し
ないでください。

黄LEDが
点滅している。

10秒ごとに1回
点滅する

温度表示が「oL」と表示されている場合
は、正常に動作しない可能性があるため
使用しないでください。

電池残量表示が「電池残量わずか」の表
示をしている場合は、本製品を交換して
ください（P.8の「電池（残量）お知らせ機
能」を参照）。

10秒ごとに3回
点滅する

画面表示が「Err」と表示されている場合
は、上記の『「Err」表示が出る。』をご確認
ください。

電源が入らない。 電池残量がなくなっている
可能性があります。

P.8の「■電池（残量）お知らせ機能」をご
参照ください。
電池表示が「電池残量なし」に該当する場
合は使用できません。

スイッチを正しく操作でき
ていますか？

P.5の「1.電源の入れかた」をご参照くだ
さい。

電源を入れようとス
イッチを押すと電池残
量表示のみが表示さ
れる。

電池残量がなくなっている
可能性があります。

P.8の「■電池（残量）お知らせ機能」をご
参照ください。
電池表示が「電池残量なし」に該当する場
合は使用できません。

アラーム中、スイッチ
を押したときにアラー
ム音が小さくなるとき
と、小さくならないと
きがある。

アラーム音量を一度小さ
くしていませんか？

アラーム音のボリュームダウン機能は1回限
りの機能です。アラーム音が鳴っている間
は、一度ボリュームダウンすると機能は無
効になります。アラーム音が鳴りやんだ後、
次のアラームが鳴ると本機能が復活し、再
び1回限りのボリュームダウンが可能になり
ます。

アラーム音が鳴らな
い、またはアラーム音
に異常がある。

スピーカーが故障してい
る可能性があります。

使用しないでください。

保管中に突然、ア
ラームが鳴り始めた。

周囲に一酸化炭素が発生
していないか、ご確認く
ださい。
アルコール成分を含む
除菌用品（除菌シート・ス
プレー類・洗剤など）や
キャンプで使用する燃料
（ホワイトガソリン、アル
コールなど）及びそれら
が付着した布などと一緒
に保管していませんか？

安全が確認されたら、以下の処置をして
ください。
センサは化学物質に反応することがあり
ます。
場所を変えて、風通しの良い場所へ移し
てください。徐々にセンサ内部の化学物
質が抜け、数値が下がっていきます。
（化学物質にさらされた時間によっては、
数値が下がるまでに数日以上を要する
場合があります）

電源を入れ、点検
モードになったと同
時に、液晶表示の数
値が上がっていた。

画面に何も表示され
ない。

正常に起動していない可
能性があります。

機器が故障もしくは電池切れの可能性が
ありますので、使用しないでください。

①	点検用スポイトを組み立ててください。
	 パイプをスポイトの先端に差し込みます。
※	パイプ側面の穴がスポイト側に来るよ
うに差し込んでください。

点検用スポイトに破損、変形や穴がふさがっている等がないことを確認し、
破損等がある場合は、点検に使用しないでください。代わりに線香の煙や炭
火に近づけて点検してください。

注 意

②	点検用スポイトのスポイト部分を指でつ
まんで、空気を十分に抜いた状態で、炎の
中心部にパイプの先端をもっていき、指
をゆっくりとゆるめてガス成分を採取し
てください。

注 意
炎から出した直後のパイプは、先端が非常に
熱くなっているので、絶対に触らないでくだ
さい。

パイプ

先端は熱くなるのでやけどに注意

③	パイプの先端の温度が下がるまで、約30秒間
待ってください。

④	スポイト部分を圧縮し、検知部にガスを吹きか
けてください。この際にパイプの先端がぶれな
いようにご注意ください。
※	本体を傷つける可能性があるため、本体とス
ポイトの先端は、1cm程度離してください。

警 告
採取したガスは、本製品の点検以外に使用しないでください。
自身で吸引したり、人にガスを吹きかけたりしないでください。
一酸化炭素中毒を起こすおそれがあります。 

⑤	吹きかけたガスにより濃度表示の数値が変わる
ことを確認してください。

	 一酸化炭素濃度が規定濃度※を超える場合、赤
LEDの点滅とアラーム音が鳴動します。
※	通常モード：100ppm、
	 点検モード：50ppm

	 25ppm未満になると、アラーム音が鳴りやみ
ます。
※	濃度表示が下がっていく際に、数値が0と10
を繰り返す場合がありますが、異常ではあり
ません。

警 告
濃度表示の数値が変わらない、規定濃
度を超えたのにアラーム音が鳴らな
い、またはアラーム音に異常がある場
合、使用しないでください。

注 意
動作確認後は、点検ガスをか
け続けないでください。
アラーム音が鳴り止むまでに
時間を要する場合があります。

穴

パイプ スポイト

炎の高さを3cm程度に火力調節し、
その中央から採取

カセットコンロ等

パイプの先端を垂直に向ける
1cm

検知部

〈表示例〉

ピッピッピッピッ　
一酸化炭素を検知しました
危険です　
ピッピッピッピッ
Danger carbon monoxide

赤LED
点滅

1. 電源の入れかた

注 意
本体の起動は、必ずきれいな
空気中で行ってください。
故障お知らせ機能が作動する
おそれがあります。

警 告
スイッチを押して操作音が鳴らない、ま
たはアラーム音に異常がある場合、使用
しないでください。
一酸化炭素中毒の危険をお知らせでき
ません。

①「ピピッ」と鳴り、画面に「ON」が表示されるま
でスイッチを2秒間長押ししてください。

②	LEDおよび液晶画面が全点灯・全表示され
ます。

③	本製品のご使用開始からの期間が表示され
ます。

④「25」が表示され、数字がカウントダウンされ
ます。

⑤「ピー」と鳴ると、一酸化炭素検知が可能になります。
※	電源を切った後、10分以内に電源を入れ直すと、「ON」表示の後、すぐに点
検モードになり使用することができます。

※	電源が入らない、「Err」表示が出る、電池残量表示のみの場合は、P.9「故障
かな？と思ったら」を参照してください。

〈表示例〉
②全点灯 ⑤点検モード①電源ON ④カウントダウン③使用期間

月数 年数

2. ご使用前や本体を清掃したときの点検のしかた

●	本製品を使用する前に必ず以下の点検を行い、正常に動作することをご
確認ください。

●	妊婦の方は点検を行わないようにしてください。
	 胎児に影響を及ぼすおそれがあります。
●	点検は乳幼児や子供の手の届かない場所で行ってください。
	 誤飲、けが、やけどや一酸化炭素中毒を起こすおそれがあります。

警 告

■点検モードについて
電源を入れた後5分間は、通常より鳴りやすい状態
（点検モード）で動作します。
点検モード中は、COの表示が点滅します。
５分経過、または一度アラーム音が鳴動すると、点
検モードは解除されて通常モードで動作します。
電源を入れ直すと、再度点検モードになります。

■点検のしかた
カセットコンロ等を準備して以下の点検を行い、正常に動作するこ
とを確認してください。
※	点検の際は、火災事故に注意してください。
※	清掃を行う際は、たわし等の鋭利なものをご使用にならないでく
ださい。

	 機器の損傷につながるおそれがあります。
※	清掃を行った際は、布の繊維や水滴で検知部をふさいでしまう
おそれがありますので、必ず点検を行ってください。

※	点検用スポイトが無い場合は、本体を線香の煙や炭火の近くに近づけて数
値が変わることを確認してください。その際、やけどや機器損傷等が無いよ
う、十分に注意してください。

ピピッ

スイッチ

点滅

点検方法は
こちら

付属機能や画面表示について　
■バックライト機能
アラーム音が鳴っていない状態でスイッチを
押すと「ピッ」と鳴り、5秒間バックライトが点
灯します。

■アラーム音のボリュームダウン機能
アラーム音が鳴っているときに音量を下げたい場合
は、スイッチを押すことで、音量を2分間下げること
ができます。
※	25ppm未満に下がらないまま2分間経過す
ると、音量が元に戻り、以降は音量を下げる
ことができなくなります。

■PEAK機能
電源を入れてから現在までに25ppm以上の一酸化炭素
を検知した場合に、「PEAK」表示が点滅してお知らせし
ます。
お知らせ中にスイッチを押すと「ピッ」と鳴り、「PEAK」表
示が点灯するとともに検知した最大値を5秒間表示します。
一度、最大値を表示するとリセットされます。

■電池（残量）お知らせ機能
電池残量に応じて、以下の3段階でお知らせを表示します。
「電池残量わずか」もしくは「電池残量なし」が表示された場合は、本製品を交換
してください。

状態 音声内容 LED表示 表示する
タイミング

電池残量
あり なし なし 点検モード、

通常モード中

電池残量
わずか

点検モード開始時に「ピッ　電池残量
がわずかです」

黄LED
10秒ごと
に1回点滅

点検モード、
通常モード中

電池残量	
なし なし なし 電源を入れた時に

10秒間表示

※「電池残量なし」は表示後、電源がOFFになります。

■故障お知らせ機能
本製品が故障した場合、画面に「Err」と表示され、黄LED
が10秒ごとに3回点滅し、「ピッピッピッ　故障です」と5
分周期でお知らせします。
※	「Err」を表示した場合、P.9の「故障かな？と思ったら」
を参照して、処置を行ってください。

■高温お知らせ機能
本製品が使用温度範囲を大幅に超える高温環境で使用さ
れた場合、温度表示が「oL」と表示され、黄LEDが10秒ご
とに1回点滅してお知らせします。
高温環境で保管された場合は、電源ON時に同様のお知
らせをします。
※	「oL」が一度表示されると、温度表示機能は使用できなくなります。また、
一酸化炭素を正しく検知できないおそれがありますので、使用しないでく
ださい。

■標準使用期間のお知らせ機能
電源投入時にご使用開始から6年経過している場合は、
表示を点滅してお知らせします。
※	表示は最大9年12ヶ月目までとなり、それ以降は変わ
りません。

ピッ

スイッチ

スイッチ

3. 取り付けかた
付属のカラビナを本体に取り付けて、ご使用空間
（テント内・車内など）の、できる限り上部に吊り下げ
て使用してください。
※	本製品に落下等の衝撃が加わった場合は、電源
を入れ直して正常に起動するかを確認し、点検を
行ってから使用してください。

■取り付けできない場所
　（P.1の「 警 告」、P.2の「 注意」を参照）
●	直射日光が当たる場所。	 ● 温度/湿度の使用範囲外の場所。
●	振動、衝撃の激しい場所。	● 激しい雨が直接かかる場所。

■取付例 
●	テントで使用する場合
	 テント内の中央上部に吊り下げてください。
※	取付方向によっては、液晶表示やLEDの点灯・点滅が見えにくくなること
があります。

●	車内で使用する場合
	 アシストグリップなどを使用し、できる限り車内の上部に取り付けてくださ
い。運転の妨げにならないようにご注意ください。
※	必要に応じてひも等で取り付けてください。

●	その他の場所で使用する場合
	 床から約1.5m～2mくらいの手が届く範囲のできるだけ上部に吊り下げて
ください。

4. アラームが作動したときの処置のしかた
一酸化炭素を検知すると、一酸化炭素の発生状況により「危険」「注意」の2段階
でアラームが作動します。
●危険
【25ppm以上を連続して検知】または【100ppm
以上を検知】した場合に

「ピッピッピッピッ　一酸化炭素を検知しまし
た　危険です　
ピッピッピッピッ　
Danger carbon monoxide」と鳴り、赤LED
が1秒ごとに1回点滅
※	1000ppm以上の一酸化炭素を検知した場合
は、アラーム音、LED点滅に加えて、液晶画
面のバックライトが点灯し「999」と点滅表示
されます。

●注意
【25ppm以上100ppm未満を検知】した場合に赤
LEDが5秒ごとに1回点滅

警 告
アラームが作動した場合は、直
ちに避難してください。
安全を確保した後、火気の使用
中止、換気などの必要な処置を
行ってください。

注 意
使用・保管温湿度範囲外（P.4の「仕様」
を参照）の環境で使用または保管をし
た場合、アラームが誤作動するおそれ
があります。そのため、指定の環境内
で使用および保管を行ってください。

5. 電源の切りかた
スイッチを2秒間長押しすると、「ピッ　ピー」と鳴り、画面に「oFF」、「ｂyE」と
表示されて、電源が切れます。
※	アラーム音が鳴っている場合は、電源を
切ることができません。

カラビナ
取付部

カラビナ
（付属品）

本体

使いかた

アフターサービスについて
●	本製品の保証期間はお買い上げ日から1年間です。保証書を参照してください。
●	本製品の標準使用期間は、ご使用開始から6年です。
●	本製品は日本国内でのみ使用してください。(Use only in Japan.)
●	本製品の製品保証は日本国内でのご使用のみ有効です。	
(Product warranty valid for only utilization in Japan.)

商標について
●	QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

製品に関するお問い合わせ　

〒532-0036　大阪市淀川区三津屋中2-5-4
HP URL https://www.new-cosmos.co.jp/
06-7668-2316
電話受付時間： 9：00～17：00（平日のみ・当社指定休業日を除く）
※	本書に記載されている意匠、仕様および部品については、改良のため予告なく変更するこ
とがあります。あらかじめご了承ください。


